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土壌放射能測定
1. 80 km圏内は２ｋｍｘ２ｋｍメッシュ
2. それ以外の１００ｋｍ圏内は１０ｋｍｘ

１０ｋｍメッシュ
3. 会津地方は１０ｋｍｘ１０ｋｍメッシュ
4. 約１２０００サンプル採取
5. ３０ｃｍ鉄パイプによる土壌放射能浸透

データサンプル 約３００本

土壌採取： 90の大学・研究機関、３民間企業
から延べ８５８人

ガンマ線測定： 21の機関で340人

文科省、JAEA、全国の大学、研究機関が協
力、（核物理、放射線化学、医学、環境
科学、工学、民間企業・・・）

文科省の人たちは各自治体の合意取り付け
で奮闘。



１．大阪大学 核物理研究センター
大学院理学研究科・理学部
大学院工学研究科・工学部
大学院薬学研究科
安全衛生管理部

２．大阪電気通信大学
工学部基礎理工学科・大学院工学研究科

３．金沢大学 理工研究域物質化学系
自然科学研究科・理工学域物質化学類
医薬保健研究域保健学系
医学系研究科・医薬保健学域保健学類
学際科学実験センター

４．九州大学 大学院理学研究院
５．京都大学 原子炉実験所

大学院工学研究科
理学部

６．高エネルギー加速器研究機構
素粒子原子核研究所
加速器研究施設

７．甲南大学 理学部
８．佐賀大学 文化教育学部
９．首都大学

大学院理工学研究科・都市教養学部理工学系
１０．信州大学 教育学部（理数科学教育講座）
１１．筑波大学 大学院理学研究科
１２．東京工業大学 大学院理工学研究科・理学部

バイオ研究基盤支援総合センター

１３．東京大学
大学院理学系研究科附属原子核科学研究センター

１４．東北大学 大学院理学研究科・理学部
電子光理学研究センター

１５．徳島大学
大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部
大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
総合科学部総合理数学科物質総合コース
医学部保健学科放射線技術科学専攻

１６．新潟大学 理学部・大学院自然科学研究学科
機器分析センター

１７．日本大学 文理学部・大学院総合基礎科学研究科
１８．日本分析センター 放射能分析業務部
１９．宮崎大学 工学部・大学院工学研究科
２０．理化学研究所 仁科加速器研究センター

基礎基盤研究推進部
２１．立教大学 理学部・大学院理学研究科

土壌試料の放射性核種分析の協力組織一覧



1

10

100

1000

104

0 500 1000 1500

福島土壌サンプル採取日
３月２４日16:00
測定日３月３１日１５：００－１６：００

ENERGY(keV)

高分解能ゲルマニウム検出器での測定結果
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ゲルマニウム半導体検出器
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４月１６日

半減期８日のＩ－１３１が
極めて少なくなっている
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文部科学省による航空機
モニタリングの測定結果
(１０月６日発表）

詳細については
http://www.rcnp.osaka-u.ac.jp/dojo/



阪大医学部 中島裕夫先生
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１兆円を超える除染ビジネス！



似非科学が頻繁に！





• 個々の住居の放射能被曝低減
• 屋根などに付着しているセシウムなど放射性物質を洗い流す。

• 常緑樹などの古い葉を除去

• 雨樋を掃除し、雨樋の下の地面など、家屋周辺の土壌５ｃｍ程度を撤去する。

• 家屋周辺を１５cm程度の厚さのコンクリート壁で囲う。セシウムからのガンマ線
は15cm程度のコンクリートで１０分の１以下に減少する。

（セシウムからの662 keVガンマ線は空気中１００ｍを飛んでやっと40%に減少、

２００ｍ飛んでも16％にしか減少しない。）

• 丁寧な対策で生活物資さえ安定に供給されれば、放射線被爆の問題はある程
度無くなりお年寄りは生活だけは続けて行けるでしょう。
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• 空気からのコンプトン散乱もある。
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Photon mass-attenuation coefficients



Fraction of full energy peak for 6 cm x 6cm coaxial Ge detector
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福島では

ガンマ線の空気によるコンプトン散乱

２００ｍ直線で行って１６％にしか減少しない
137Csのガンマ線



• 文明の廃墟になることを避ける

• １世代、２世代・・・と若者が住み続ける

• 経済的に自立し、人が集まり繁栄が見込める

• 子供たちに未来を託せる環境をつくる。

• そのためには？

山を削り、谷を埋め
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• 放射能レベルを下げるためには、土壌を掘り下げ、天地返しをする以外に
は無いでしょう。しかし、これを個別な小さな個別地域で行っても、経済
効果は少ないので、大規模に行う。

• 放射線レベルの高い周辺地域20 kmｘ40km領域の山谷を削り、埋め立てる
ことによって広大な平地を作りだす。オランダでは長い年月をかけて広大
な土地を開拓してきた歴史がある。オランダの例を見るならば、
20kmx40kmはそれほど広大な土地ではない。

• 太陽パネルを敷き詰め、新たなエネルギー産業を創出し、雇用を確保す
る。日本のエネルギー重要を賄うには一万平方ｋｍに太陽パネルを設置す
る必要があるとのこと。福島原発周辺の20 km x 40 kmに敷きつめても800
平方ｋｍであり、１０％程度である。

• 電気エネルギーを電気分解して蓄えておく蓄電施設や水素燃料施設も必要
となる。

• 高等教育機関の設立、自然再生エネルギーや放射線に関しての研究機関、
病院の設置。

• 大規模工業団地の設立。

• 港湾、飛行場など、物資輸送のハブ施設の設立

• 人々が集まるようになればアミューズメント施設や商店街なども出来る。

• 金融マネージメントセンター、ＩＴセンターの設立

• 水の放射能汚染などの問題はそんなに大きくはないだろう。
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ご静聴を感謝いたします
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道程 高村光太郎
僕の前に道はない
僕の後ろに道は出来る
ああ、自然よ
父よ
僕を一人立ちにさせた広大な父よ
僕から目を離さないで守る事をせよ
常に父の気魄を僕に充たせよ
この遠い道程のため
この遠い道程のため



Karsten Gloe (ed.), Macrocyclic Chemistry: Current Trends and Future Perspectives, 
383–405.© 2005 Springer. Printed in the Netherlands.

USE OF MACROCYCLES IN NUCLEAR-WASTE CLEANUP: A REALWORLD
APPLICATION OF A CALIXCROWN IN CESIUM SEPARATION
TECHNOLOGY
BRUCE A. MOYER, JOSEPH F. BIRDWELL, JR.,
PETER V. BONNESEN AND LAETITIA H. DELMAU
Oak Ridge National Laboratory
P. O. Box 2008, Oak Ridge, TN 37831-6119, U.S.A.

付録： 有機金属化学
カリックスクラウン

1973年ジェフリー・ウィルキンソンとエルンスト・フィッシャー
がサンドイッチ構造を持つ有機金属化合物
（メタロセン）でノーベル化学賞を受賞





Crystal structure of BOBCalixC6 [82].






